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⚑．は じ め に

最近の AI（Artificial Intelligence）やビッ

グデータ，IoT（Internet of Things）のブーム

の影響で，情報教育にプログラミング教育を

積極的に導入する動きが活発化している。中

教審の特別部会が平成 28 年⚘月⚑日に示し

た次期学習指導要領の全体像となる審議まと

め案では，小中高でプログラミング教育を導

入する。小学校では，自分の意図を実現させ

るための道筋を論理的に考える思考力を，数

学や理科などの教科の授業や総合的学習の時

間などでプログラミングによって育む。中学

校では，技術分野にネットワークやデータを

活用して処理するプログラミングを新たな指

導内容として盛り込む。高等学校では，新設

の⽛情報Ⅰ⽜を必須として，データの活用や

プログラミングを学ぶ。

大学の文科系学部では，1990 年代に PC（パ

ソコン）や MS-Windows，インターネットの

普及に伴って，情報教育の重要性が叫ばれ，

一人一台の PC を操作しながら文書処理や表

計算，プレゼンテーションのためのアプリ

ケーションソフトの操作技術を習得する情報

リテラシー教育がカリキュラムに導入されて

いった。現在では，ほとんどの文科系学部で

情報リテラシー教育が行われている。

⽛情報⽜を冠する文科系の学部や学科では，

情報リテラシー教育だけでなく，プログラミ

ング教育も導入している。文科系学部出身者

でも卒業後の就職先として，理科系出身者だ

けでは不足とされる SE（システムエンジニ

ア）やプログラマー，データサイエンテスト

として働く IT 企業や調査会社を視野に入れ

ているからである。AI やビッグデータ，IoT

など高度化する IT 社会に対応できるよう，

アプリケーションソフトの操作技術の習得を

目指す情報リテラシー教育の上を行くプログ

ラミング教育が文科系学部に益々必要とされ

ている。

本学の経営学部（昼間部）は，経営学科と

経営情報学科を持ち，両学科共通で情報教育

を行っている。PC を実際に使って情報教育

を行う科目として，⚑年次では⽛情報リテラ

シー⽜で文書処理ソフト Word や表計算ソフ

ト Excel，プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト

PowerPoint の操作技術の習得を行っている

（上級クラスを設け，そのクラスでは C 言語

によるプログラミングを行っている）。⚒年

次では，科目⽛データ解析⽜において，Excel

のさらなる学習とデータベースソフト

Access の習得を行っている（上級クラスを
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設け，そこでは Excel VBA によるプログラ

ミングを行っている）。⚓年次では，⽛プログ

ラミング A⽜で Visual Basic 言語によるプロ

グラミング，⽛プログラミング B⽜では，

HTML（HyperText Markup Language）や

CSS（Cascading Style Sheets），JavaScript，

Java による Web プログラミングを行ってい

る。本学部の卒業生が，一般企業において

IT を十分に活用できるようにするのみなら

ず，SE やプログラマーとして IT 企業で活躍

できるよう情報教育を行っている。

文科系学部に所属する学生の多くは，アプ

リケーションソフトの操作による文書や表の

作成はできるようになるが，プログラミング

は苦手であるように見受けられる。プログラ

ミング教育では，プログラム言語を習得し，

文法に則って厳密にプログラムを記述しなけ

ればならず，⚑ヶ所でもエラーがあるとプロ

グラムは動かなくなる。その場合，プログラ

ムを何度も見直してバグを見つけ出すデバッ

グ作業が必要となり，これを難しいと感じて

いるようである。また，プログラミングの教

材には数式を使った高度な計算を行う例題が

多くあり，数学の苦手な学生には数式の記述

が難しく，問題解決手順であるアルゴリズム

を考えられるような論理的思考にも慣れてい

ないことが多い。

プログラミング教育では，多くの場合，C

や Visual Basic，Java 等のプログラム言語の

習得が主となり，何行ものプログラムを書い

て実行しても数値が一つ得られるだけという

例題が多いことや，結果がプログラム言語の

枠組みの中で閉じていて，このプログラムが

実際にどのようなところで使われるのか実感

がわかない。

本稿では，文科系学部に相応しいプログラ

ミング教材の例として，HTML と Web プロ

グラミングを組み合わせた Web アンケート

を作成する教材を提示する。HTML は，プ

ログラム言語ではなくマークアップ言語に位

置付けられるが，タグの使い方を学んでタグ

を適切に使うことにより Web ページが作成

でき，Web ブラウザによって結果をすぐに

確認できるので実用性が高い。また，HTML

は，プログラミングより柔軟性があり，⚑ヶ

所間違えてもまったく表示されないというこ

とはなく，ブラウザで結果を見ながらデバッ

グを行えるので誤り箇所をみつけやすい。

HTML のタグを使いこなすことが，プログ

ラム言語を学ぶ基礎となると考えられる。

Web プログラミングには，PHP というプ

ログラム言語を使用し，Web アンケートに

入力されたデータの処理を行う。このような

プ ロ グ ラ ム は，CGI（Common Gateway

Interface)1) と呼ばれ，サーバ側で動くプロ

グラムである。CGI を実現するプログラム

は，インターネットからダウンロードしてブ

ラックボックスのまま使用されることが多い

が，ここでは PHP による CGI プログラムを

自分で作成することで，プログラミングを理

解でき，Web システムの仕組みの理解にも

なる。

本稿で教材とするアンケートというもの

は，文科系の分野では調査・研究の常套手段

として馴染みあるものである。アンケートの

目的，項目，対象などのアンケート作成企画

案を Word で作成し，HTML でアンケート

フォームを作成し，PHP プログラミングに
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よってアンケートデータをファイルに書き込

み，蓄積されたデータを Excel に取り込んで

データ解析を行い，PowerPoint によって解

析結果を発表するという一連のプロジェクト

型教材に発展させることもできる。

以下，第⚒章ではプログラム言語である

PHP について概説し，第⚓章では HTML の

入力フォームと PHP プログラミングによっ

て CGI プログラムを作成し，得られたアン

ケートデータの解析を Excel で行うという一

連の流れを示し，第⚔章でまとめる。

⚒．PHPについて

PHP（Hypertext Preprocessor)2),3) は，ラ

スマス・ラードフが開発したスクリプト言語

で，HTML やデータベースとの親和性が高

いプログラム言語である。ユーザが Web ブ

ラウザから入力したデータを，サーバ側でス

クリプトを実行して受け取り，データベース

と連携して，結果をユーザに返すことに適し

ている。プログラムのソースコードが無償公

開されているオープンソースであるため，

データベースを扱う Web アプリケーション

の開発によく使われる。

本稿で用いる PHP の主な構文について，

以下に要約する。

・基本的な書き方

PHP プログラムは Windows のメモ帳など

のテキストエディタを使って作成する。

<?php と ?>で囲んだ中に命令文を記述する。

命令文の終わりには, ;（セミコロン）をつけ

る。

文字列や変数のデータを画面に出力するに

は，echo や print 関数を使う。文字列を付加

する場合は, .（ドット）を使用し，改行には

¥n を用いる。

・変数，配列

変数は，⽛$ 変数名⽜のように変数名の前に

$ を付ける。変数名には，半角英数字と_（ア

ンダースコアが使え，$ のすぐ後には数字が

使えない。英字の大文字と小文字は区別され

る。

配列には，キーとして数字だけでなく文字

列も使用できる。キーは，=>で指定する。

・条件分岐

条件分岐には if，elseif，else を使う。

if (条件式⚑) {処理⚑;}

elseif (条件式⚒) {処理⚒;}

else {処理⚓;}

比較演算子は，==（等しい), ! =（等しくな

い），>（より大きい），<（より小さい），>=（以

上），<=（以下），===（等しく同じデータの型

まで等しい）を使う。

・繰り返し

繰り返し処理には，for 文を使う。

for (初期値の式; 条件式; 増減式){

処理;

}

配列の内容があるだけ繰り返す場合には，

foreach 文を使うと便利である。

foreach (配列変数 as キー変数 => 値変数){

処理;

}

・テキストファイルへの書き出し

テキストファイルをオープンするには，関

数 fopen(‘テキストファイル名’, ’○’）を使用

する。○が r の場合は読み込みのみ，w の場

合は書き出しのみ，a の場合は追記用でファ
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イルをオープンする。アンケート作成の場合

は追記とするため，a とする。変数のデータ

をファイルに書き込む場合は，関数 fwrite を

用いる。ファイルを閉じる場合は，関数

fclose（‘テキストファイル名’）を用いる。

・セキュリティ

アンケート作成では HTML の入力フォー

ムを使用するが，入力フォームに悪意のある

JavaScript プログラムが入力されると，情報

の流出やなりすましなど，セキュリティリス

クが生じる。これを防ぐためには，フォーム

に入力されたデータに，htmlspecialchars 関

数を指定するとデータが単なる文字列に変換

されるので，安全になる。

⚓．Web プログラミングによるアン
ケート作成とデータ解析

3.1 フォームタグ

アンケートは，HTML のフォームタグに

よって作成される。アンケートに使用する主

なタグについて，以下に要約する4),5)。CSS

を使ったフォームのデザインについてはここ

では扱わない。

・フォームタグ

フォームタグを使用する場合は，<form

action=”○” method=”□” name=”△” enctype

=”☆”>と</form>のタグセットで挟み，この

中にいろいろなフォームタグを使って記述す

る。

action 属性は，フォームに入力されたデー

タを処理する CGI プログラムの URL を指定

する。method 属性は入力されたデータをど

のような形で送信するかを設定する。get と

post があり，get は URL とフォームのデー

タをセットで送信し，post はフォームのデー

タのみを送信する。post が一般的である。

省略した場合は，get が選択される。name

属性は，フォームに名前をつける。

enctype はフォームの送信方法（MIME タ

イプ）を指定する。text/plain（プレーンテキ

スト）をしてすると，そのまま読める状態で

送信する。

・テキストボックス

テキストボックスは，テキストデータの⚑

行の入力フィールドである。

<input type=”test” name=”○” size=”□”>

name 属性は，このテキストボックスの名

前（英数半角）を指定し，size は入力できる

半角文字数を表す。タグの中に required を

入れておくと，このテキストボックスは入力

必須となる。

・ボタン

何かを実行するボタンを作成する。

<input type=”button” name=”○” value=

”□”>

name 属性は，このボタン名前（英数半角）

を指定し，value 属性は，ボタンに表示する

文字列を指定する。

タグの中に，onClick などのイベント処理

を記述することによって，ボタンに対する処

理を記述することができる。

・送信，リセットボタン

<input type=”submit” value=”送信”>

送信ボタンが作成され，このボタンをク

リックすると，このフォームに入力された

データが送信される。

<input type=”reset” value=”リセット”>

リセットボタンが作成され，このボタンを，
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クリックするとこのフォームに入力された

データがすべてクリアされる。

・ラジオボタン

ラジオボタンは，複数の選択ボタンから唯

一の選択を行う。

<input type=”radio” name=”○” value=

”□”>

複数のボタンで name 属性を共通にしてお

くと，同じ name のラジオボタン内で排他的

に一つが選択される。value 属性は，選択さ

れたボタンを区別するためにつける名前であ

る。タグの中に checked を入れておくと，そ

のボタンが最初に選択された状態として表示

される。

・チェックボックス

チェックボックスは，複数の選択ボタンか

ら複数の選択が可能である。

<input type=”checkbox” name=”○” value=

”□”>

複数のボタンで name 属性を共通にしてお

くと，同じ name のチェックボックスボタン

内でいくつでも同時に選択できる。value 属

性は，選択されたボタンを区別するためにつ

ける名前である。

・プルダウンメニュー

メニュー形式に複数の選択肢を提示し，そ

の中から一つを選択する。

<select name=”○”>

<option value=”□”>選択肢⚑</option>

<option value=”△”>選択肢⚒</option>

:

</select>

プ ル ダ ウ ン メ ニ ュ ー 全 体 を <select> と

</select>で挟み，メニューに表示される項目

は，<option>～</option>で指定する。どの項

目が選択されたかは，value 属性によって区

別される。デフォルトでメニューに表示する

項 目 を 指 定 し た い 場 合 は，<option>񏂮

<option selected>とする。

・テキストエリア

複数行の入力フィールドを作成する。

<textarea name=”○” cols=”□” rows=”△”>

</textarea>

cols は表示するテキストエリアの⚑行半角文

字数を指定し，rows は表示するテキストエ

リアの行数を指定する。maxlength によっ

て，最大文字数を設定することができる。

3.2 アンケートフォームの例

3.1 で述べたフォームタグを最小限使った

アンケートフォームの例（ここではファイル

名を ”anc.html” とする）を図⚑に示す。

図 1 アンケートフォームの例（インターネットエク
スプローラー 11 によるブラウザ画面）

図⚒には，HTML ソースを表示する。
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図 2 アンケートフォームのソース（anc.html)

図⚒の<form>タグの中にある action 属性

の URL は，サーバに置かれた PHP ファイル

（ここでは ”anc.php” とする）を指定する。

チェックボックスは，複数のボタンを

チェックすることができるのでチェック数が

変動するため，name 属性には，配列変数（こ

こでは checkbox[]とする）を指定している。

一つだけがチェックされたら checkbox[0]

に，⚒つチェックされた場合は checkbox[0]

と checkbox[1]に，⚓つの場合は checkbox

[0]，checkbox[1]，checkbox[2]に，それぞ

れの value 属性の値が代入される。

図⚓に，データを書き込むテキストファイ

ル（ここでは ”anc.dat” とする）へ，アンケー

ト デ ー タ を 書 き 込 む PHP フ ァ イ ル

”anc.php” のソースプログラムを表示する。

図 3 PHP ファイル “anc.php” のソース

図⚓の⚓行目の文 print_r ($_POST); で

は，フォームの method 属性が POST の場

合，フォームに入力されたデータがすべて

PHP の配列変数 $_POST に格納されるので，

括弧内の配列変数 $_POST の内容を関数

print_r によって画面に表示させている。配

列変数 $_POST は name 属性で指定された

文字列をキーとしている。表示結果は，図⚔

に示されている。チェックボックスの value

属性の値は，配列変数 checkbox[]に格納さ

れている。

図 4 PHP の配列変数 $_POST の出力表示例

図 ⚓ の ⚓ 行 目 $a=array ('text','radio',

'select ','textarea'); では，配列変数 $_POST

のチェックボックスを除いた name 属性であ

るキーを，新たな配列変数 $a に代入してい

る（a [0]に ’ text’，a [1]に ’ radio’，a [2]に
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’select’，a[3]に ’textarea’）。チェックボック

スのデータは，配列変数 checkbox[]に入っ

ているので，別に扱う。

図⚓の⚔行目から⚗行目の

$fp=fopen('anc.dat','a');

for($i=0;$i<count($a);$i ++){

fwrite($fp,$_POST[$a[$i]]." ");

}

は，予め作成しておいたデータを書き込むテ

キストファイル ”anc.dat” に，フォームに入

力されたデータを書き込む手順を表してい

る。関数 fopen によってテキストファイル

”anc.dat” を追記ファイルとして開き，ファ

イル名を変数 $fp に代入する。for 文により，

⚐から数えてキーの数（count($a)によって

変数 $a の配列数が得られる）だけ，繰り返す。

関数 fwrite により，変数 $_POST に入って

いるデータを，ファイル ”anc.dat” へ追記す

る。変数 $_POST の後ろについている ．” ”

は，データ同士を半角空白によって区切るた

めにつけている。

図 ⚓ の ⚘ 行 目 の $check=$_POST

["checkbox"]; は，チェックボックスのデー

タを配列変数（ここでは $check とする）に

代入する。配列変数 $check[]は，チェック

の仕方によって⚐～⚓個の場合がある。後で

Excel にデータを取り込んで扱いやすいよう

に，$check[]の配列を⚓個に統一し，データ

がないところは⚐とする。これを行うのが，

図⚓の⚙行目から 21 行目である。

if(count($check)==0){

for($i=0;$i<3;$i++){

$check[$i]=0;

}

}

elseif(count($check)==1){

for($i=1;$i<3;$i++){

$check[$i]=0;

}

}

elseif(count($check)==2){

$check[2]=0;

}

22 行目から 27 行目の

for($i=0;$i<3;$i++){

fwrite($fp,$check[$i]." ");

if($i==2){

fwrite($fp,"￥n");

}

}

で，配列変数 $check[]の⚓つのデータを

ファイル ”anc.dat” に書き込む（データのな

い配列には⚐を代入している）。最後のデー

タのときは，¥n をつけて改行している。

fclose($fp); は，関数 fcose によってファイ

ル ”anc.dat” を閉じる。

echo 文は，アンケートページへ戻るリン

クを表示している。

実際に，⚕回のデータを入力したときの

”anc.dat” の中身は，図⚕のようになってい

る。

図 5 ⚕回のデータが入力されたときの ”anc.dat”
の中身
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3.3 Excel によるアンケートのデータ解析

アンケートデータが書き込まれたテキスト

ファイル ”anc.dat” を Excel に取り込む。

Excel（バージョン 2013）で，［データ]-[外部

データの取り込み］の［テキストファイル］

を実行し，ファイルの種類を”すべてのファ

イル”にし，ファイル ”anc.dat” を指定して

インポートする。テキストファイルウィザー

ドの⚑枚目で，データのファイル形式として，

カンマやタブなどの区切り文字によって

フィールドごとに区切られたデータを選択し

（図⚖），

図 6 テキストファイルウィザードの⚑枚目

⚒枚目では，区切り文字にスペースを

チェックし（図⚗），⚓枚目で完了する。

図 7 テキストファイルウィザードの⚒枚目

このような手順の結果，Excel のワーク

シートにアンケートデータが取り込まれる

（図⚘）。データをスペースで区切ってあるた

め，⚑つのデータが⚑つのセルに取り込まれ，

各列に同種のデータが取り込まれる。

図 8 Excel ワークシートにインポートされたデータ

Excel のワークシートにデータが取り込ま

れると，Excel の countif 関数などを使って，

データ数をカウントして集計ができる。集計

したデータをグラフによって表現したり，統

計関数など様々な関数を使って解析したりす

ることができる。

さらに，集計結果や解析結果を表やグラフ

などの視覚的にわかりやすい表現に表して，

PowerPoint のスライド上に表現することで，

プレゼンテーションに活用できる。

⚔．お わ り に

HTML の入力フォームと PHP による
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Web プログラミングによって Web アンケー

トを作成し，テキストファイルへ書き込み，

テキストファイルからデータを Excel に取り

込んでデータ解析を行う教材を提示した。

HTML のタグを使いこなすことで，プログ

ラミング技能への基礎ができ，Web プログ

ラミングによって，式，変数，配列，条件分

岐，繰り返し，出力など，どのプログラム言

語にも共通する基本構文を学びことができ

る。教材が Web アンケートであるので，文

科系学生になじみやすく，実用性が感じられ

る。この教材は簡素化した一例にすぎず，こ

れを元に様々な応用，拡張が考えられる。

アンケートデータは，テキストファイルと

してデータベースソフト Access にも取り込

むことができる。Access において，［外部

データ］－［テキストファイル］を実行し，［新

しいテーブルにソースデータをインポートす

る］によって，テキストファイルのデータを

取り込み，データ解析を行える。

今後は，アンケートだけでなく商品販売な

どを例とし，テキストファイルへの書き込み

だけではなくデータベースソフト Access の

ファイルとの連携を考えていきたい。
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